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編集委員 大石忠秀・櫻田正行

日時： 2020年7月5日（日）7：20～

参加： 櫻田正行ＣＬ、会津エリ子、後藤悦子、葛西直子、佐藤うめ子、山本留美子（体験）

コース

　　　７：２０横内駐車場→８：００酸ヶ湯駐車場着（準備）８：１０登山口出発―

１０：０５仙人岱―１１：２３大岳山頂着（写真撮影）―１１：４５大岳ヒュッテ着

昼食・休憩―１２：２０下山開始―１３：００上毛無岱着（小休止）―１３：２４

下毛無岱通過―１４：２０酸ヶ湯温泉着解散―１４：４０温泉入浴―１５：３０酸ヶ湯

出発→１６：００横内駐車場

他の登山者も、多くいる中、当会は、佐藤うめ子さんを先頭に登山口を出発。

（順不同）アドバイザー：葛西直子　　

青森FHCニュース381号　　2020年7月31日

　7月例会報告　　「 八甲田大岳」　青森市　　　標高 1,585m　　　担当：櫻田正行

コケイラン
天候は曇で、会津さん、佐藤さん、後藤さんと私と4人で横内駐車場を出発し、8時には、酸ヶ湯温泉駐

車場で葛西さん、前回お試しの山本さんと合流する

体を温めてから出発し、毛無岱の木道はかなり濡れていたので、滑らないよう声をかけながら歩を進め、木

道沿いの草花を眺め、且つ足元に注意をし、今回は、一人の転倒者もなく無事に下毛無・湯坂を通過し

て酸ヶ湯温泉へ到着する。 木道沿いの草花を眺め、恒例の縦列撮影

コケモモ

    青森FHCニュース　

泥んこの靴を洗って、現地解散としましたが、今回は、悪天候の中で沢山の花に出会い、コロナ禍で長い

間、足止めをされておりましたが、雪解け後の八甲田山の花々が、新鮮・可憐に参加者の目に映ったものと

思われます。参加の皆さんお疲れ様でした。

ツルキンバイ

レポート by 櫻田

カラマツソウ

因みに、出会った花は、ツマトリソウ・ゴゼンタチバナ、イワカガミ、チングルマ、ヒナザクラ、ハクサンチドリ、ミツガ

シワ、イワイチョウ、コケモモ、ミツバオウレン、ヨツバシオガマ、ミヤマオダマキ、オトギリソウ、ウサギギク、ネバリノ

ギラン、シャクナゲ、コバイケイソウ、ベニバナイチゴ、エゾツツジ、ツガザクラ、アオノツガザクラ等

ミネザクラ

イワカガミ

オオタチツボスミレ チングルマ

ヨウラクツツジ イワイチョウ

今年は、コロナ禍で恒例の「第10回八甲田山の日記念山開き大会」が中止になったために、会山行として

の実施となりました。

葛西さんのいとこの山本さんは、当会への入会の表明をしまして、一雨来そうな状況の中、合羽・スパッツ或

いは長靴装備,6人で出発式を行いました。（名付けて入会歓迎登山と！）

登山道も水溜り・泥んこ状態のなか花をめでながら順調に歩を進め、途中地獄湯ノ沢標識前で、衣服調

整・水分補給等で小休止し、所々で雪渓も渡りお花畑が広がり仙人岱に到着し各々が花を写真におさ

め、仙人岱の湧き水でのどを潤し出発し途中の花を眺めては歓声を上げて、森林限界を越えて大岳山頂

へ到着も、風が強くて霧が立ち込める中、会旗を広げ急いで写真を撮り、一路大岳ヒュッテへ下山も途中

で2ヶ所の雪渓を滑る様に渡り、ヒュッテ前に到着。

気温は13.8℃、曇った中で、他の登山者も昼食中で、当会も空いているベンチで昼食、差し入れを頂戴

し、食後は恒例のサクラダ珈琲タイム！



ハクサンチドリ ミツガシラ

１．日　時 ： 8月21日（金）22時～23日（日）18時　　　

２．集　合 ： 青森インター駐車場

３．移　動 ： レンタカー

４．会　費 ： 19,000円（8名参加の場合）

５．締　切　 ： 8月8日（土）

６．申　込　 ： 白戸三和子さん　電話・FAX　017-772-7071

： 電話での申込みは17時迄（電話番号変わりました）

７．その他

23日は二本松近辺を観光して帰路につきます。

登山コース

奥岳登山口 - 勢至平 - くろがね小屋 - 峰の辻 - 安達太良本山（往復）　　所要時間：登り約3時間、下り約２.5時間

【当会のホームページについて】

①アドレス直接入力の場合　　 ⇒　http://aomorifhc.wp.xdomain.jp/

②インターネット検索の場合　　⇒　「青森ファミリーハイキング」と入力

※例会報告の履歴を掲載しています。ニュースは印刷可能です。

全体として緩やかな山体で、夏期でも奥岳から薬師岳にスキー

場のゴンドラリフトが運行されており、標高1300メートル付近ま

では難なく上れるため、初心者でも比較的登りやすい。主な登

山口は、奥岳（二本松市）、塩沢温泉（二本松市）、野地

温泉（福島市）、沼尻（猪苗代町）、石筵（郡山市）であ

る。稜線付近は森林限界を超えているために樹木がほとんど無

い為に身を隠せるような場所はなく、雷雲がやってきた際は非常

に危険である。加えて、悪天候時は稜線付近に強風が吹き荒れ

る上に、目標物に乏しく視界不良時は立ち入りは避けた方がよ

い。

： ２２日の宿泊地は飯坂温泉です。

濃い目の源泉は初めピリッと後サッパリ。泉質だけ

は飯坂随一とも評判と効能高い温泉です。

ショウジョウバカマヒナザクラ

風が強くて霧が立ち込める中、会旗を

広げて大岳山頂登頂の達成感に浸る

南東から見える安達太良山

　8月例会案内 　　「 安達太良山」　福島県二本松市　標高 1,700m　　担当：大石忠秀


